
速度低減について 

 警察庁通達（H31.3.28）では「ゾーン30」の設定手順や対策等を明記 



速度低減について 

 山口県警では、速度規制に対する考え方（速度管理方針）を公開 



【参考】狭窄部の速度低減効果 

▼区間１：八千代橋～千代橋間 

▼区間２：荒川食品前 

◆実験前：2017.7.19（水）と実験後：2018.9.19（水）のビデオ画像を
もとに、通行車両50台の通過時間を画面上で計測し速度を算出 

◆現場工事の影響を受けにくいと考えられる朝８～9時台に絞って調査 

19.25m 
（図上計測） 

38.5m 
（図上計測） 

26.5m 
（図上計測） 

26.5m 
（図上計測） 

※カメラアングルの都合により
事前と計測区間が異なるもの
の速度算出には影響なし 

※調査データ詳細は「別紙３」 
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八千代橋～千代橋間 荒川食品前

事前（狭窄部なし） 2017年7月19日（水） （km/h） 事後（狭窄部あり） 2018年9月19日（水） （km/h）

【参考】狭窄部の速度低減効果 

14%減少！ 20%減少！ 

◆狭窄部の設置により、クルマの平均速度が八千代橋～千代橋間で14％、
荒川食品前で20％減少。 

 ⇒「歩ける温泉街（人中心の道路空間）」の形成に効果あり 

▼狭窄部による速度低減効果（サンプル50台の平均速度による比較） 



【参考】狭窄部の速度低減効果 

◆狭窄部の設置により、クルマの最高速度が八千代橋～千代橋間で8％、
荒川食品前で15％減少。最低速度は両区間とも概ね半減。 

 ⇒ 平均速度だけでなく、全体的な速度抑制に効果あり 

▼狭窄部による速度低減効果（サンプル50台の最高・平均・最低速度の比較） 

事前（狭窄部なし） 事後（狭窄部あり）

2017.7.19（水） 2018.9.19（水）

（km/h） （km/h） （km/h） （％）

最高 46.20 42.65 -3.55 -7.7

平均 32.16 27.70 -4.46 -13.9

最低 14.78 7.78 -6.99 -47.3

最高 53.60 45.43 -8.17 -15.2

平均 32.17 25.69 -6.49 -20.2

最低 15.67 8.53 -7.14 -45.6

荒川食品前

区間
速度差 速度低減率

八千代橋～千代橋間



路上駐車対策の検討 

＜一ノ瀬広場＞ 

① 三角コーン等による路上駐車防止
（道路管理者による対応） 

② 将来的には沿道事業者による定常
的な利活用を推進 

＜その他の区間＞ 

① 声掛けや張り紙などのソフト対応
の可能性検討（オソト協議会） 

② 沿道店舗の協力による意識啓発の
実施 

③ 対応しきれないほどの路上駐車が
発生する場合、ソフトボラード等
による対応を検討（道路管理者に
よる設置、特に荒川食品～一ノ瀬
広場間の路側帯） 



▼交通量調査箇所＆調査方法（案） 

方向別交通量調査（歩行者、自転車、自動車） 
 → エリア全体の交通量把握、通過交通抑制効果の検証 

ビデオ観測調査 
 → 狭窄部の速度抑制効果の検証、滞留状況の把握、交通量計測 

交通量調査等の検討 

アンケート調査（パーソントリップ調査） 
 → 公共駐車場利用者への回遊行動の把握 

※調査実施日について要検討 


